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中学校における詩の授業に関する考察

一学習者の意識の実態と授業の工夫一

深川明子 高見よ志子＊

はじめに

授業，あるいはそのための教材研究は，学習

者についての実態把握なしには成立しない。そ

の意味では，常に授業者に意識されている問題

ではあるが，また一方，この問題ほど経験に頼

って処理されている問題もないとも言える。

現在，授業のあり方が種含な角度から問い直

されているが，この小稿では，授業のあり方に

ついて，学習者の意識の実態を探り，それを踏

まえて，中学校における詩の授業をどのように

工夫したか，その実践についての報告である。

ア詩が好きだから。イ表現のよさが

授業によってわかってくるから。ウ授

業丈えと比べて，授業後の感動が深まるか

ら。エ朗読がおもしろいから。オ自

分の好きな感じ方が言えるから。力人

のいろいろな感じ方がわかっておもしろい

から。キ先生にいろいろな詩を紹介し

てもらえるから。クむずかし〈てわか

りにくいから。ケイメージが浮かばな

いのに何か言わされるから。．わかり

きっていると思うことをむりに言わされる

から。サ話し合いが同じことのくりか

えしでしつこいから。
学習者の意識の実態

一アンケート調査より－
他の国語の授業に比較して，詩の授業の印象

は表(1)のようであった。－，二年生ともに，男１詩の授業に対する好悪とその理由

一集計の結果とその特徴~

これに関するアンケートの調査項目は次の通

りである。

ｈ他の国語の授業とくらべて，詩の授業を

どう思いますか。○をつけて下さい。

ア大変すき。イ好きなほう。

ウ好きでもきらいでしたい。

二きらい。オ大きらい。

Ｑ白の理由にあたると思われるものを，次

の中からえらび，○をつけて下さい。いく

つ○をつけてもよいです。もっともそう思

うものには◎をつけて下さい。

表（１）

他の国語の授業とくらべて，詩の授業をどう思い
ますか。 （単位％）
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“l2Ml型3113071397コ5571厩
4191391140511町'3801M51367

すきなほう

すきでもきらし
でもない

2121812251125311901221
111041931193113152劃

きらし なほう 2３

大きらい ８

＊金沢大学附属中学校教諭



金沢大学教育学部教科教育研究 第21号昭和60年5０

子生徒は，特別の好悪の感情はないようだが，

女子は－，二年生ともに「好きなほう」への比

重が大きい。国語の授業では，男女差が問題に

なる典型的な領域であろう。

詩の授業の好悪に対する理由で，もっとも目

につくのは，ケ「イメージが浮かばないのに何

か言わされるから」である。最大の理由と答え

ている者は，全体の１６．８％で他の理由の群を

抜いている。また，これを理由の一つとしてい

る者は，全体の２３．５％で，これも理由の中で

は最大値を示している。そして，両者合わせる

と40.3％にも及び，約４割の者がこのことを気

にしていることになる。

詩の授業が好きな理由は項目も多いためか分

散しているが，オ「自分の好きな感じ方が言え

るから」力「人のいろいろな感じ方がわかっ

ておもしろいから」と回答した者が，最大の理

由及び理由の一つとした者ともに高い数値を示

している。感じ方の交流に授業の魅力を見い出

していると言えよう。中でも「力」の方が数値

が大きく，両者の合計は28.8％となり，約３割

の者が他人の詩の感じ方に興味を持ち，授業の

楽しみとしていることがわかる。さきのけ」

の問題と合わせて考えるべき問題であろう。

なお，「もっともそう思う」に無回答が多い

のは，アンケートの質問の仕方がまずかったた

めで，質問紙の不備から調査に遺漏が生じたの

は残念なことであった。

次に，詩の授業に対する好悪のそれぞれの段

階における人数と，それがその中で占める割合

を調査して承ると，表(3)のようになる。

詩の授業が大好きと回答した者の中で特徴的

なのは，ア「詩が好きだから」を最大の理由と

した者が半数を越え，理由の一つに数えた者を

加えると，実に93％という数字になる。また，

オ「自分の好きな感じが言えるから」を好きな

理由とする者が半数を越え，最大の理由として

いる者とともに，力「人のいろいろな感じ方が

わかっておもしろいから」を上回っている。こ

れは，全体の平均が「力」が「オ」を上回って

いたのと比較すると逆になる。積極的に自分の

見解を述べることに詩の授業の魅力を感じてい

る者がいかに多いかを表わしている。

これに対して，大きらいと回答した者で，

「ケ」をその最大の理由，理由の一つとした者

ともに４２％で両者を合わせると８４％にしのぽ

表（２）
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表（３）
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（☆２か所に◎を付けたしの２名をふくむ）

これは全体の平均の二倍であり，いかにイる。これは全体の平均の二倍であり，いかにイ

メージが浮かばないのに言わされることが彼ら

にとって苦痛かを示している。先の大好きと回

答した人たちと全く逆の回答であり，授業の難

しさを示す一例でもあるが，言いたいことを保

障してやると同時に，大きらいな者には，イメ
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一ジが浮かぶような授業の工夫，そして根本的

には詩に興味を持たせる工夫などの必要性を語

っている。また，サ「話し合いが同じことのく

りかえしでしつこいから」が，両者の合計79％

と大きい。話し合いの内容に充分入り切ること

ができず，従ってそのことがきらいの理由とな

っている点に注目しておく必要があるだろう｡

詩の授業が好きな方と回答した者の中で注目

すべきことは，イ「表現のよさが授業によって

わかってくるから」を最大の理由にした者15％

で，理由の一つに挙げた者との合計では42％に

なる。この数値は，「オ」の合計41％，「力」の

合計47％と並ぶ数値である。自分の意見を言い

(オ)，人の感想を聞き(力），その中で詩の良さ

を理解していく（イ）ところに詩の授業の楽し

さをふいだし，詩の授業の好きな主な理由とし

ているのである。

授業の意義を認め，授業という集団の中で自

らが伸びていくことを実感している生徒たちが

これだけいることは，私たちに授業に取組む勇

気を与えてくれる。そして,このことは,それ

らを授業の牽引力とする必要があることを意味

しているが，それはまた，このような，授業を

極めて正当に評価している集団をいかに授業中

活動させるかが今後の課題となる必要性を示唆

しているとも言えよう。

詩の授業が好きでもきらいでもない生徒たち

については，最大の理由に当る項目が半数近く

無回答だったので断定的なことは言えないが，

力「人のいろいろな感じ方がわかっておもしろ

い」を最大の理由にあげた者１０％であるのに

対し，いつも対としてあげられていたオ「自分

の好きな感じ方が言えるから」が極めて少ない

のが特徴であろう。そして，ケ「イメージが浮

かばないのに何か言わされるから」の15％と合

わせて考えてふるとぎ，人の意見や感想を聞く

ことは楽しい(力)が，自分が話すことは苦手で

ある（ケ）という授業に対する消極的態度が浮か

び上がってくる。ただ彼らは，キ「先生にいろ

いろな詩を紹介してもらえるから」がかなり高

い数値を示しているのにふられるごとく，受身

的ではあるが，真面目に授業を受けとめ，理解

を深め，知的要求を充足することに授業の意義

を見い出していることには注目しておく必要が

あろう。

しかし，きらいになる要因である「ケ」と共

に，サ「わかりきっていると思うことをむりに

言わされるから」も高い数値を示しており，授

業方法の如何によっては，生徒たちが授業に興

味を失う危険性を濃厚にはらんでいることも認

識しておく必要があるかと思う。

詩の授業がきらいと回答した者の中で最も注

意すべきは，ク「むずかしくてわかりにくいか

ら」をその理由としているものが，彼らの半数

を占めていることであろう。イメージが浮かば

ないのに発言を強いられる(ケ)，話し合いがし

つこい(サ)からきらいででもあるのだが，充分

理解できないことがきらいな原因ででもあるの

である。そして，これは，大きらいと回答した

者の場合も同様である。難しいことだが，ふん

ながわかる授業のあり方が改めて問い直される

べき問題を提示している数値と言うことができ

よう，

以上，調査の集計から大まかなコメントを付

してふたが，その他にもこれらの数値が物語っ

ている事実は多い。実際に活用する場合には，

もう少し細かく分析する必要があるであろう。

また，究極的には個別のカルテが必要になると

も言える。だが，ここでは，授業に当っては少

なくともこの程度の認識を持っていたいと思う

ところを大雑把に指摘して，分析の視点を具体

的に示すことに主眼をおいた。

２生徒たちの好む詩の傾向

アンケートの質問は次の通りである。

今年習った詩で，好きだった詩に○，きら

いだった詩に△をつけ，簡単に理由も書いて

下さい。

（－年）朝のリレー小川のほとりで

木琴ナワ飛びをする少女だれもいそ

がない村

（二年）夕焼け大阿蘇忘春
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表(5-2)２年生(圭継溌騨輩麟そ）集計の結果を男女別で示す。

表（４）

朝の
リレー 小川の…|木琴|認飛|毒川

○'27(31%） 5(6%)'29(34%)'5(6%)'32(37%）男

△'8(9%)'10(12%)'24(28%)'7(8%)'6(7%）

fIl:|:鱸:|害::二|:P悪子雲
年

［
夕焼け｜大阿蘇｜忘春

○'33(38%)'28(32%)'21(24%）男

△'9(10%)'1507%)'5(6%）

女'○'32(41%)'23(２，%)'23(２９%）
△'８(10％)'７（９％)'４（５％）

次に，詩の授業についての印象と，具体的な

詩についての印象との関連を示した表をあげて

おく。上段は人数，下段のパーセントは，その

グループの中で占める割合である。大変好きと

大きらいは絶対数が少ないので傾向を把握する

資料にはならないが，参考としての意味を含め

て，一応数値化しておいた｡分析は省略する。

次に，詩に対する好き，きらいの理由につい

てまとめてふる。一年生で人気のある詩は，

表(5-1)1年生(圭辮斧お罰髻挙螂）

「朝のリレー」と「誰れもいそがない村」だが，

教科書教材である「朝のリレー」を例に好きな

理由を挙げると次のようである。

「第一印象がとてもさわやか｣｢すがすがしい」

「若葉の色のような感じ」など，印象に好感を

持ち，その明るさ，さわやかさを理由にあげた

者は男子５人女子１０人であった。また，「朝が

はじまるという感じがする」「イメージがうか

んで何となくひかれる」など，素直に詩の内容

に共鳴して好感を持っている者，男子５人，女

子６人であった。感覚的な印象で判断している

者が多いことがわかる。

「あたりまえのことを一味ちがった目でゑて

いる」（男女ともに２名）「世界の朝などスケー

ルの大きなとらえ方がおもしろい」（男２名，

女３名）「リレーというところがよい」（男女と

いこ２名）など，その他ここには列挙しない

が，このような詩人の見方．感じ方に共鳴し，

そこに新鮮な興味を感じている者はかなり多か

った。また，「どこか遠くで目覚し時計のベル

が鳴っているという表現は，非現実的なことだ

が，とてもすてきな表現だ」「地名がでてきて

表現がたのしい」「ひゆ表現がよい」など表現

に興味を示した生徒は15～６名というところで

あった。

朝のリレー|'側 木琴

すき｜きらい|すき｜きらい|すき|きらい

0１２１１１５１０
０ ３３）’（（」
ｒｌ

Ｌ」

。人’（６６）’（（］ 【］

Ｊノ１h℃

陸’１０

4９

］

刑(46)'(8)|〔８

;)|(,:〕|(26〕|(36舐|(36

;)'(8)|(2:〕|(2:)|(l：

０
０

、
】
【
】

い’７ 列’（（】
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／
０

（Ｏ）

／
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／
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／
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／
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る。これらは好悪ともに生徒たちが詩を情緒的

・感覚的に捉えていることを表わしている。

ところで，「なんとも言えない戦争への僧し

ゑがこの詩にこめられていてとてもｃ－んとき

た」「戦争に対するにくし象がよく伝わってき

ていいと思った」と，戦争に視点をあてて回答

した者，あるいは，「戦争をしてはならないと

いう語りかけと，筆者の妹への愛情がひしひし

と伝わってくる」「戦争に対するにくし糸の気

持ちと妹を思う気持ちがよく出ている」と，戦

争と妹にかかわった回答した者は，好きと回答

した者のうち男子25％，女子15％であった。

ここにも，詩に込められた思想に対する認識よ

りも，情緒的・感覚的に詩を受け止め，好悪を

判断している傾向，そして，杼惰性に対しても

暗いものへの忌避など，生徒たちの意識のあり

ようがかなり明確な実態として表われていると

言える。と同時に，単に感覚的に捉えるだけで

なく，詩の思想に共感し確実に認識している生

徒たちもいることを捉えておく必要があろう。

「小川のほとりで」は反応があまりなく，そ

して，むしろ嫌いと回答した人の多い詩である

が，嫌いの理由の最大の理由は「むずかしい」

「意味がよくわからない」（男６名，女７名）

であったようである。最終の象徴的表現が実感

とならなかったのか，あるいは，詩全体が生徒

たちの実感と遊離していたため理解が困難にな

ったものと考えられる。これは，「意味内容が

きらい」（女３名）とも合わせて考えてふると，

やはり彼らの感覚とのずれに原因があるように

思われる。このことは，最近の子どもたちの傾

向を示す現象として掴んでおく必要はあるが，

しかし一方，「春が生まれる様子を短くまとめ

たのがよい。まだ寒く春のおとずれを予測でき

ないような世界の中に，小さい春を承たときの

喜びが，また，自然の神秘に対するおどろきが

感じられる」(男）という意見にふられる自然の

神秘的な躍動に感動した者（男３名，女２名）

もいることにも目をむけておく必要があろう。

彼らに無縁の世界では決してないのである。ま

た，表現に関しても，「かっこつけて書いてい

る書き方がきらい」のような意見（男２名，女

３名）もあるが，「情景描写がすばらしい。こ

とばが絵のように感じられる｡」（女）と，感動

的に表現している生徒もいる。

次に，好悪が大きく分かれた詩「木琴」につ

いて，生徒たちの見解をゑて承ることにしよ

う。まず，好きな理由だが，「兄の妹への思い

が読むたびに深まる」「妹に呼びかけるよう

な感じが好き」と，兄の妹を思う気持ちに感動

して，その理由とした者が男子９名，女子11名

であった。そして，「悲しい感じに心を打たれ

た」「感情がよく出ていて好き」「心になにかさ

わぐものを感じうったえられているような気に

なる」など，詩全体から受ける感情やイメージ

を捉えて，好きな理由としたものまでを加える

と，好きと回答した者の３分の２にも及ぶ。嫌

いな理由は「暗くてさびしい感じがするから」

「暗い感じがしてじめじめしたような詩だか

ら」「暗い感じ，妹が死んだというのでかわい

そうだから」など圧倒的に＝暗い＝をあげてい

３生徒たちの日常生活と詩

生徒たちの日常生活の中で詩はどのような位

置を占めているのであろうか。読むと書くにつ

いて調査したのが，表（６－１）表（６－２）

である。

「めったに読まない」「読んだことがない」の

男子合計は65％，「あまり読まない」を加える

と，９０％にもなる。また，書く方も「ほとんど

書かない」「書いたことがない」は，９４％に及

び「読む」を更に－段上回っている。国語の授

業で詩を扱う時以外，詩とは無縁の生活をして

いることがわかる。

女子は男子ほどではないが，読む方は，「あ

まり読まない」を加えると60％・書く方も書か

ない部類に入るものが約60％である。半数以上

がやはり詩と没交渉の生活を送っているわけで

ある。

このような日常生活の実態をゑると，国語に

おける詩の授業がいかに重要な役割を果してい

るかがわかる。
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表（６－１） 表（６－２）
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における詩の読承書きにも関心を示しているよ

うである。ただ，－つだけ注目しておきたいの

は，詩の授業が大きらいと回答した生徒の中に

｢よく読む」と回答した者１人，「よく書く」と

回答した者３人がいることである。「よく読む」

次に，授業の好悪と，詩を読む生活・書く生

活との関連を，学年別，男女別で出してふた。

表（７－１），表（７－２）及び，表（８－１），

表（８－２）がそれである。全般的傾向として

は，詩の授業が好きな者は，やはり，日常生活
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｢よく書く」と回答した生徒は,｢詩はすきです。

けど授業はきらいです｡」（一年女子）と書いて

いる。「詩の授業はきらいです。あまりいい感

じの詩を勉強したことなんてないし，しらけ

る。でも書くのは好きです。自分の気持ちを短

かくまとめられるから。詩を読むのはきらいで

す｡」（一年女子）と，詩を自己表現の場として

位置づけ，従って，鑑賞活動に全く意義を見い

だしていない生徒もいる。ある意味では，この

生徒が，もっとも詩の日常性と深く関わってい

ると言えるかも知れない。

「人それぞれイメージを持っているのだから，

何も発表し合って，イメージのこわしあいなん

かする必要がないと思う｡｣と書いたのは二年女

子の生徒である。感受性が鋭く，個性が強い生

徒なのであろう。詩の授業の意義が正確に捉え

られていないきらいはあるが，実際に授業にお

ける話し合いがそういう結果に終ってしまうこ

とがなきにしもあらずであることを思うと，耳

を傾けておく必要があろう。つまり，単なる感

想の出し合いで，授業において，新たなる感動

体験が生徒たちの中に生まれない場合，こうい

う感想を持ったとしても，それはこの生徒の偏

見であると断定することはできない。

生徒たちにとって詩とは

印象に残っている詩の題名を書かせたところ

次のような特徴がふられた。その一つは，授業

との関係である。前述したように，授業以外に

生徒たちが詩に接する機会は少ない。従って，

詩の授業は極めて重要な意義をもっているが，

それがこのアンケートに表われていることであ

る。今まで読んだ詩で，印象に残っている詩の

題名を任意に記載させたところ，二年生は高村

光太郎の詩を挙げる者が多かった。たとえば，

「レモン哀歌」男子３名，女子24名。「道程」

男子９名，女子６名。「ぼろぼろな駝鳥」男子

２名，女子５名。他にも「智恵子抄』中の作品

が多数挙げてあった。これだけ集中するという

ことは，授業中の取り扱いが極めて印象的であ

ったことを語っていると言えよう。その他で

も，教師の影響によると思われるものが極めて

多く，詩の授業の果している役割の大きさをま

ざまざと見せつけられる思いがする。つまり，

教師の働きかけが彼らの詩生活にとって決定的

要素となっているということである。

もう一点は，特に一年生に見られた現象だ

が，歌の歌詞を好きな詩とした者が多いことで

ある。たとえば，柏原芳恵の歌う「春なのに」

が４名，さだ主さしの「コスモス」が６名。そ

の他，谷村新司の「品｣。小田和正の「さよな

ら｣。小椋桂の「泣かせて｣。赤い鳥の「翼を下

さい｣。荒井由美の「卒業写真」などである。勿

論二年生でも，斎藤恵子の「FLASHＢＡＣＫ｣，

岩井小百合の「水色のラブレター｣。ピートル

ズの「ラブ・ミー・ドゥー」などを挙げている

者もあり，単に－年生のゑの特異な現象ではな

い。これは詩の概念が，微妙に変化しつつある

ことを表わしていると同時に，彼らが今なにを

望んでいるかをまた語っていると言えよう。雑

感には「若い人の詩が好き。ご詩二というより

ミポエムミという言い方に似合う詩が好き」

(二年女子）「マザーグースなどの歌も授業でや

ってほしい」（二年男子）「曲の詩の研究もした

い」（二年男子）などの意見もあったが，授業

における詩の領域の拡大は今後の課題となる問

題であろう。

４生徒たちの感想

①詩の授業について

詩と詩の授業を生徒たちはどのように捉えて

いるか。あるいは，詩の授業についてどのよう

な意見をもっているのか，自由に書いてもらっ

た中からいくつか拾い出してふる。

・詩は読んでいて楽しいが，授業になる

と，自分のイメージをことばにしなくては

ならないのであまり好きでない。（二男）

・詩は好きだが，授業はきらい。自分一人

で読んでいると自分の思うように解釈でき

るから。（二女）

・詩を読むのは大好きでよく読むけど，授

業では，感じたこととか，作者の考えとか

くだらないことを話し合ったりするので好
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きじやない。（一男）

以上は，詩は好きだが授業に抵抗感を持って

いる生徒たちの意見である。詩を読むとは，個

人的に自己の感覚を働かせて，楽しゑ味わうも

の，つまりそれは自己の感覚の領有する世界に

浸ることと捉えているため，それに対する反発

である。確かに詩はそういう要素を持ってお

り，それが詩の特徴であることも事実である。

しかし，まだ未熟な感覚，不充分な認識力しか

持たない生徒たちに全く野放しの状態で窓意的

な解釈やイメージ作りをさせておいていいもの

であろうか。あるいは詩を単なる趣味的なしの

として扱わせておくことでよいものだろうかと

いう疑問もまた生れる。国語の教育において，

詩の授業の果たす役割を今更ここで繰り返すつ

もりはないが，重要な一領域を占めていること

は事実である。そういうことと考え合わせる

と，生徒たちの意見は一つの実態を示す重要な

意見として受け止め，それをどう乗り越えるか

を考えるべきであろう。

そこで，もう少し授業についての生徒たちの

意見をきいて，問題点を明確にさせてふよう。

・詩は自分で読んで感じている方がよいと

思う。あまり他の人と討論したりすると自

分の感じたことがうすれてきて，結局印象

のうすい詩になってしまう。（二女）

・詩はそれぞれ感じ方がちがうので，あん

まり深く承つめないでほしい。（二女）

・詩はよむためにあり，討議するためにあ

るものでないから，詩の授業は助言だけで

いい。（一女）

・詩からうけるイメージは人それぞれでい

いからむりに発表する必要はない。（一女）

これらの意見は，上記の詩は好きだが授業は

きらいと書いた人たちと同じ意見である。自分

の感覚を重視し，自己の世界を大切にしたいと

いうのである。しかし，その気持ちを大切にし

ながらも，そういう感覚の世界に安住し，そこ

に閉じ籠っているだけでいいのだろうかという

問題がある。特に，今の生徒自体が感覚的であ

ると言われている。自己の感覚や感情を客観

視して眺め，それらを単に感性の糸の世界にと

どめないで，理性的な認識の世界を経験させる

こと，詩の授業においても，というより詩の授

業だからこそそういう手続きが必要なのではな

いかと思う。その意味で，彼らの意見に耳を傾

けながらも，やはり彼らを自分の殻から脱皮さ

せ，詩とは単に感覚的に捉えるだけでなく，認

識を踏まえて感性で味わう必要のあることをわ

からせる必要があるのだろう。

ところで，生徒たちは全く自分の感覚の中に

とどまっていることを良しとしているのかと言

うとそうでもない。

．もっと一つのことについて話し合い，討

論したい。（二男）

．……ときには長い詩にちようせんして，

その短い文の意味を一つ一つ追求していっ

たり，私はそういうのが好きです。（一女）

・行と行との間にかくれている作者の気持

ちを考えるのが楽しい。（一女）

というような意見もやはりある。ただ，そう

いう意見が少ないことが問題であろう。

しかしながら，「詩は自分の考えをどんどん

広げることができるから好き」「答が限定され

ずいろいろな情景を想像できるのでおもしろ

い」（ともに一男）「いろいろな感じ方があるん

だなとわかる。表現のうまいところなどは心に

残る。自分でいい表現だと思うと書いたりす

る」（一女）という素朴な意見もまた生徒たち

はいろいろと書いている。詩の授業を通して，

自分の感覚や認識が深まり広がることに喜びを

見いだしているのである。こういう生徒たちの

気持ちを授業の基盤とすること，あたりまえの

ことだが，やはりそれが大切なことだと生徒た

ちの回答から感じさせられた。

②どんな詩・どんな授業を

どんな詩を授業に取り上げてほしいかという

ことでは，生徒たちは次のように書いている。

・バラエティにとんだ詩をえらんでほし

い。

．新しい詩も出してほしい。（以上二男）
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ている実態は想像以上であった。．従って，「詩

を書かせないようにしてほしい｡」（一男）「読

むのはいいが，書くのはきらい」（一女）とい

った意見がかなりあるかと思ったが，あまりな

く，むしろ反対の書かせて欲しいという意見が

多かったのは意外であった。「詩を書いてゑた

い。詩の勉強は作ることも大切である」という

意見を４名が書いており，また，「詩は自分の

思っていることを短いことばで表わせるのでよ

い」「自分の思っていることを素直に書けすっ

きりする」など書くことの良さについて言及し

ている者も４名いた。書くことの楽しさを実感

している者たちなのであろう。彼らの気持ちを

大切に育てていかねばと思う。

授業にかかわる形で具体的に次lこように提案

している者もいた。

・クラスの人に詩を書かして，一人ずつ全

員に発表してもらいたい。（先生い(一女）

・途中の部分を省いて自分で創作して承る

ようなことをもっとやったらいい。（一女）

生徒たちは生徒たちなりに詩の授業について

のイメージを持っているようである。

・漢詩が好き，外国の詩もいい。

．わかりやすい詩を教科書にのせる。

．むずかしい詩とかかたくるしい詩はすき

でない。

・自分の好きな詩をたくさん読ふたい。

．いろんな詩を読承たし､。

・感動する詩をやりたい。（以上二女）

・室生犀星の詩をよみたい。

．もっと楽しい詩の勉強をしたい。

・連想の飛やくがなくむずかしくない詩。

・感傷的なのが心に残ってよい。

・いろいろな詩を知りたい。（以上一男）

．悲しい詩い､いけどかわいいのもいい。

・かんたんで短い詩がいい。（以上一女）

生徒たちはいろいろな詩を求めており，教科

書の詩にバラエティが欲しいと感じているよう

である。また，難しい詩を忌避し，感覚的な詩

を好む傾向もやはりふられる。生徒たちの好承

をある程度受け入れながらも，今の生徒たちに

必要な詩や知らない詩の世界と出合わせてやる

ことが必要であろう。生徒たちはいろいろな詩

を知りたがっている。その要求の中にそれらを

どのように繰り込んでいくかが大切なことであ

る。

授業に関することでは，「詩集の中から好き

な詩をえらんで，その理由や好きなところを言

い合って紹介する」という意見があった。試承

る価値はあるだろう。

多かったのは，朗読についてである。「朗読

会はとてもおもしろかった」（二女）「朗読の練

習をしたい」（一女）という意見から，「ゑんな

で情景を思いうかべながら声に出して何回か読

んで，大まかなところを把握してから読承とる

ことにはいればいいと思う｡」（二男）という具

体的意見まであった。朗読はある意味では詩の

授業の最も本質的なものである。生徒たちとい

ろいろな朗読方法・様式を試糸たし､。

詩の授業の本質やねらいは教師がしっかりと

胸におさめておかねばならないが，このアンケ

ートにふられる生徒たちの多種多岐にわたる要

望は，いろいろなことを試糸る必要があること

を語ってくれたように思う。生徒たちの実態と

具体的な欲求に即した授業を考える時の一つの

視点となれば幸いである。

（なお，アンケート調査にあたっては，高見よ

志子氏，夷藤保氏の協力を得ました。記して感

謝の意を表します｡）（文責深川明子）

｢惠薑7言三三１
アンケート調査による実態をゑて，いままで

の授業の反省や，今後の授業の課題とすべきこ

とは次の点である。

「他の国語の授業とくらべて，詩の授業をど

う思いますか」「その理由は何ですか」の結果

③詩を書くことの是非をめぐって

詩を書く生徒が極めて少なかったのは３で詳

述した通りである。書くことが生活から遊離し
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が表(1)，表(2)である。ここで注目されること

は，詩の授業をきらいにしている理由の大半が

(ｸ)・例のように，イメージが浮かばないのに発

言を求められる苦痛，またわかりきったイメー

ジを無理に言わねばならないつまらなさであ

る。㈲のむつかしくてわかりにくいからきらい

だという生徒もイメージをつかむてだてがわか

らないままに感想を書いたり，言ったりさせら

れるという気持ちなのではなかろうか。

これらの調査からはいくつかの反省点が浮か

びあがってくる。

○“イメージを言う授業''に偏っていなかった

か。

○“言わされる'，という印象は教師主導型の一

斉授業につながっているのではないか。

○ここまで鑑賞させたいというねらいにこだわ

りすぎてくどい学習になってはいなかった

か。

アンケートの結果が，授業形態や学習活動の

あり方の工夫など，改善の視点を明確にしてく

れた。

また，男子の関心度の調査結果も多くの問題

を含んでいる。表(６－１）をふると，「よく読

む」「ときどき読む」が約10％，「あまり読まな

い」「めったに読まない」「読まない」が約90％

となる。これらの数字を承ると，ほとんどの男

子生徒にとって，詩との出会いは授業の場の承

だと言えるだろう。そこで，もっと日常的に詩

と親しませてやることの必要性，詩を享受する

導入となるような授業のあり方が問題となって

くる。

以上のアンケート調査の実態を踏まえて，３

年生の詩の鑑賞単元を次のように構成してゑ

た。

①イメージのはっきりした作品で

詩を読む楽しさに触れる学習（１時間）

②好糸や理解度に応じた形態の学習（２時間）

③ねらいを単純化した学習（２時間）

④詩のギャラリィ

鑑賞の一方法としての掲示活動（３ケ月）

教科書教材（わたしを束ねないで・落葉松）

を②，③の学習に充て，他はプリント資料を作

った。以下，その展開のざまを記すことにす

る。

１イメージのはっきりした作品て詩を読む楽

しさに触れる学習

詩の単元の導入部である。前述の資料のよう

に，詩の授業に抵抗感を持つ生徒は，わかりに

くい，イメージがわかない，それなのにイメー

ジを言ったり書いたりしなければならないとい

う印象を持っていると思われる。教科書教材と

して載せられている２ないし３編の詩はそれな

りに詩としての価値も高く，鑑賞すべきことが

らを豊かにはらんでいる作品ではあろう。しか

し，その分だけ荷が重いのではなかろうか。助

走なしに跳ぼうとするような，あるいは，ウォ

ーミングアップなしにコートに入るような学習

では初めから詩を敬遠する結果にならないか。

そこで最初の１時間は，教科書を離れて気楽

な構えで詩を読ませることにした。与えた詩は

９編である。「寂しき春｣や「未来へ」は，かつ

て教科書教材でもあった。他は中学生向きの詩

集の中から抜粋したものである。長短さまざ

ま，訳詩もある。定型詩もあれば自由詩もあ

る。ただどれも比較的スムースに生徒の心をゆ

さぶる詩，ちょっとした抵抗はあっても小さな

アドバイスや解説ですんなり楽しめる詩という

ことを念頭において選んだ。

（授業展開）

Ｔプリント２枚を配布。

（``好きな詩はどれ”と板書）

Ｔ今日は二枚のプリントの詩を読みましょう。たく

さんありますが，１時間で全部読むことにします。

好きだなと思える詩がたくさんあればいいな。

自由に読んで，気に入ったものに○印をつけてお

いて下さい。

Ｐ（静かに読糸始める。はじめのうちは静かだが，

ひととおり読んだ段階で互いに好きなのを言い合

ったり，質問したりしている。比嚥表現などは生

徒どおしのおしゃべり中でかなり解決し，なるほ

ど……などとおもしろがっている。）

Ｔ（机間を巡りながら，どの詩に誰がマークしてい
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ちょうどあなたたちのような中３で暗論しまし

た。だから，今でもそらで言えるし，大好きな

詩です。初めの３行は尻とりゲームのようにつ

ながってゆくし，その後は，すがすがしい春の

朝の情景です｡｣と，自分の好象を前面に出して

ふた。

この時間のねらいは楽しめる詩について自由

に率直に印象を話し合うことだ。そのためには

生徒の発想や印象を第一に大切にすることはも

ちろんだが，指導者の側の率直な感想を情熱を

こめて話す機会もほしいのだ。そんな素敵なイ

メージが描ける詩なのか，そんな感じ方もでき

る詩なのかといった驚きを与えてやるのも楽し

いことである。細部にわたって問答をくりかえ

しつつわからせようという姿勢ではなく，な主

の感動や体験をストレートにぶつつけてふたの

である。

るかをチェックする……）

Ｔどの詩が気に入ったかしら，人気投票ふたいだけ

れど，挙手してもらいます。

（鰻と蛙を朗読）どうですか。

Ｐ（誰も挙げない）

Ｐなんのことかわからない。どんな情景かなあ。

Ｔ蛙の大合唱。そこへチラリと怪しい影。黒くって

細ながあ一い゜なあんだと言ってるけど初めは何

だと思ってビクッとしたの？

Ｐ．．…．

Ｔ蛇だあ一。

Ｐなあんだ，そんな詩か。

以下８編について朗読一挙手一好きな理由やすば

らしいと思う表現を話し合う。

ブラウニングの｢春の朝｣，カール・ブッセの「山

のあなた」など，積極的に好意を示す生徒が少な

い場合は，教師の方からその良さに感動する姿勢

を示し，助言してやった。そして再び挙手によっ

て，話し合い後の印象を確認した。プリント中

（一)で示した数が，話し合いの前後の比較であ

る。

Ｔそろそろ，今日のまとめです。自分の好きな詩を

心をこめて声に出して読んでみましょう。

｡(菅鵜ﾓ雲織芋髪鰯する｡）
プリソトの数字は42名編成の学級のようすで

あるが，「最後の箱」「未来（谷川俊太郎)」「未

来へ(丸山薫)」などに初めから多くの生徒が印

象づけられている。これらはイメージが描きや

すく，人生的な認識をさせてくれる詩だからで

あろう。また，話し合い後に大きく変化してい

るのは｢外科医｣。比嚥表現のおもしろさとユー

モアがわかった時点でぐんと支持者がふえた。

訳詩は文語に抵抗があったらしく,初めは極端

に支持が少ない。ところが，語句の抵抗を除去
してやり，こちらが心をこめて朗読してやると

胸に直接ひびいてくるらしく，静かにきいてい

る。七五のリズムにもすぐ気づいた。「山のあ

なた」の象徴するものを，２時間かけて学習す

る授業展開もあろうが，「ここには幸福を求め

つづける人間の姿がありますね」と，さらりと

語りかけ，共に朗読を楽しんだ。ブラウニング

の「春の朝」もそうである。「先生はこの詩を

２好みや理解度に応じた形態の学習

一“わたしを束ねないで,，の試承－

もっとリラックスした気持ちで詩を読もう。

気がついたこと，好きなところ，巧承な表現だ

なあと思う点を率直に言おう。そんな働きかけ

をずい分してきたようである。しかし，口先ば

かりではなかったかと，反省されるのである。

生徒の心が詩に対して容易に開く形態の授業は

できないか。イメージを言わされるのではな

く，言いたくてしかたがないという心のたかま

りがある授業はできないものか－．

生徒にとって最も苦痛なのはイメージがわか

ないのに，発言を求められる場合である。これ

は教師自身の心理状態をふりかえって承れば簡

単に分かることでありながら，応々にして性急

に生徒にイメージを要求しがちなのだ。まずこ

の点を自重しなければなるまい。

逆にロを開きたくなるのはどんな時かを考え

てふよう。イメージが鮮明に描けているとぎで

ある。そして詩の場合とくに表現の妙に感動し

ているとぎである。さらにそのイメージや感動

を口にすることによって同意を得たり確かめ合

ったり補い合ったりすることのできる仲間が身
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近に居るならば，どんなに楽しいことだろう。

それなら好承を同じくする者同志が集まれば

どうだろう。そう考えて教室が騒然とすること

は覚，唐の上で座席の移動に踏承切った。

（展開）

に書かせた後（５分）発表させる。

1.黙読させた後，ゆっくり音読してやる。

2.わかったことや，感じたことを自由にノート

|讓灘讓鮮｜
標とする。

学習する。

3.作者の心がどう比楡されているかを学習の目

4.イメージの描きやすい連でグループに分けて

liiドニ鱗℃告ご蝋:’
5.グループの話し合いを全体に報告する。

(教材）

わたしを束ねないで 新川和江

わたしを束ねないで

あらせいとうの花のように

白い葱のように

束ねないでくださいわたしは稲穂

秋大地が胸を焦がす

見渡すかぎりの金色の稲穂

わたしを止めないで

標本箱の昆虫のように

高原からきた絵葉書きのように

止めないでくださいわたしは羽撃き

こや糸なく空の広さをかし､さぐっている

目には見えないつばきの音

配慮したのは上記の展開２と４である。２で

は生徒の印象を整理して板書していく中で自然

に作者の願う生き方，つまり，この詩の中心思

想が明瞭になってくるのであった。そしてそれ

がどう表現されているのか，比楡表現に着目し

て，その比楡のゆるぎない確かさとイメージの

深さを学習させるという方向をとったのであっ

た。細部の理解があってはじめて中心思想が読

みとれるものとは限らない。この詩の場合は，

直観的にそれが把握できるから，比楡表現の検

討，すなわち「なぜ，この比楡がいいのか」と

いう課題を授業の中心に据えたのである。

次に４でとった形態である。黒板を背にした

教師との問答によってすすめられる授業にあき

あきしている生徒，興味や関心を異にする者の

小集団の話し合いにいらだちをおぼえている生

徒も多いはずである。一つの詩の中でも，イメ

ージしやすい部分と，そうでない部分があるも

のだ。従って，グループの形成をもっと柔軟に

すれば楽しめるにちがいない。そう考えてのち

ょっとした試承だったのである。

「どの連の比噛について話し合いたいですか。

自分の好きな連で集まってもらいます｡」

グループ学習といえば，たいてい機械的に座

席によって分割された小集団であるから，一瞬

わたしを注がないで

日常性に薄められた牛乳のように

ぬるい酒のように

注がないでくださいわたしは海

夜と(まうもなく満ちてくる

苦い潮ふちのない水

わたしを名付けないで

娘という名妻という名でしつらえた座に

坐りきりにさせないでくださいわたしは風

りんごの木と

泉のありかを知っている風

わたしを区切らないで

，や｡いくつかの段落
′

そしておしまいに「さよなら」があったりする手紙

のようには

こまめにけりをつけないでくださいわたしは終り

のない文章

川と同じに

はてしなく流れていく拡がっていく一行の詩
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とまどいを見せたものの，喜戈として椅子を抱

えて移動し，話し合いに熱中した。

イメージが豊かに描ける連だから，うまいと

感じられる比楡だから，話す意欲もわくのであ

る。感じ方にくいちがいが生じたり，疑問が解

決できなかったりすると，教師が呼び出される

のであった。

したがって展開５の全体の場で話すときも，

自信に承ちて詳しく比楡表現のたくゑさが説明

できたのであった。

発表をよくきいて各自でノートに整理させた

が，ある生徒は左のように記している。

傍線部（筆者付記）は認識の変容を率直に認

めているところとして興味深い。

意欲をかきたてるモデルの提示

ギャラリィと名づけた以上，詩を視覚的にも

楽しめる方法で提示したい。そして生徒の学習

意欲を高めるためには，より効果的な導入が必

要となってくるだろう。それには自分もやりた

いと感じる魅力的なモデルを見せてやるのが一

番である。私自身水色の画用紙に白い紙をちぎ

って貼り，その白の部分に詩を書くなどモデル

作りを試承たが，多くの生徒の意欲をかきたて

得るかという点で首をかしげざるを得ないのだ

った。そこで美術科の同僚に意図を話して協力

を仰ぐことになったのである。快く承知してく

れた同僚はさっそく取り組糸やすい手法で５点

のモデル作品を制作してくれたのであった。和

紙をちぎって組糸あわせたもの，連をマッスと

してとらえて色を違えたものなど台紙はさまざ

まであり，文字に関してもマジックペン，墨・

クレヨン・絵の具など多様であった。

そのモデルを一堂に示した時は，まず目をう

ばわれて立ちどまる者が多かった。造型的な魅

力，詩の魅力，さらに推薦文へと，生徒の視線

は移っていく。すぐれた物に接し，その方法に

倣っていくのが，万言の解説よりも効果的な場

合があると思われた。

詩の選択

生徒がどこから詩を選んできたのかを示して

おく。

図書室の詩集２８％

家にある詩集２０

自分の持っている詩集２０

３ねらい左単純化した学習（省略）

４詩のギャラリイ

ー鑑賞の一方法としての掲示活動－

これは授業以外にはほとんど詩を読まない傾

向にある生徒に対して，詩集との出会いを経験

させたり，詩の提示を日常化して広く親しませ

ようと試ふた学習である。

ねらい

。自主的に広く詩を読む姿勢をつくる。

。情報の送り手として詩を魅力的に紹介する

工夫をする。

。推薦文を書くことによるイメージの確認。

。他の人の紹介した詩や推薦文を読んで，広

く詩を味わう。

方法

・自分が感動し級友に紹介したい詩を選ぶ。

。詩のイメージに合った色画用紙に詩を視写

する。

。詩の紹介文を書く。

。教室後方の掲示板を詩のギャラリィとし，

額に入れて詩を掲げる。紹介文をその下に

掲示する。

。二日ごとに国語係の生徒が詩をとりかえ

る。

(モデル：赤地に白の和紙・文字は毛筆）
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ありました。だから詩を書くことによって興味のな

かった人でも何人か，僕のように少しでも詩を読も

うという気になった人がいたと思います。

推薦文を添える

推薦文を添える行為は，詩の確認であり，ギ

ャラリィを楽しむ級友にとっても鑑賞を補助す

るという二面を持っている。用紙はハガキ大の

画用紙で，手描きの罫線をほどこしたしの。文

字の大きさにもよるが，200字程度は書けるも

のである。

詩の選択段階ではほとんどアドバイスできな

かったが，掲示の際必ず推薦文に目を通した。

明らかに読承とりの誤りと思われるときには，

本人に直接話して書き直してもらうとか，掲示

は詩だけにするとかの処置をとった。

作品例①は読書量もあり，鑑賞力のあるタイ

プである。ギャラリィのために，新たに詩集を

購入したそうだ。帯を見て読もうと思ったが，

添えた推薦文には，難解だったと正直に告白し

ている。制作を通してわかったのは，連構成の

おもしろさだという。（色構成はモスグリーン

に辛子色）
作品例①

モデル：暗灰色にピンク

廊下に掲示したモデル群

問題集にあった詩１５％

友だちから借りた詩集１０

今回購入した詩集５

父が借りてきてくれた詩集２

自分の本棚の中の詩集からと答えているもの

が20％いるのは注目に値する。またこのうちの

４割が男子である。今回の課題のために，家の

本棚にどんな本があるのか認識した生徒も多か

ったと思われる。なお，３年生らしく受験問題

集に載っていた詩をとりあげるちゃっかり組も

いたことがわかった。

ここに，選択の状況を示すＭ君の感想をあげ

ておきたい。選ぶために，多くを読糸比べてい

ることがわかるものである。

まず詩を選ぶとき，自分の知っている詩人の詩集

を探しました。というのは僕は詩というものは全く

といっていいほど興味がなかったのです。だから詩

集を読んでいても，短い詩を見つけたらこれにしよ

うと思ったけれど．ちょっと他の詩に目をやってふ

ると，自分でいいなあと思うようなものもいくつか

Ⅲ 刑

（
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作品例② 相互理解を深める掲示活動

自分の紹介した詩が額に入れられて掲げられ

る－それは新鮮で期待あふれるものとなっ

た。

－先生，上手な人だけギャラリイにでてくるんです

か。

－提出したのよりずっといい詩が見つかった。

一先生,おれの下手だから,後まわしになるのかな。

－そんなこと。君の選んだ詩，先生も好き。

一先生，こんなふうに貼られるんだったら，書き直

したいんだけど……。

教師と生徒との対話が多くなったのはもちろ

んだが，次の感想に承られるように，生徒同志

の理解が深まったことも見逃せない。

Ｍいろいろな詩を読んでゑて，他の人達がどんな

種類の詩が好きかわかったような気がしました。

掲示される詩が教室全体を明るくしているよう

な，そんな気がしました。

㈹友達といっしょに見ているときは，対句になっ

ているとか，倒置法だとか，いろんなことを言っ

ていました。私があの詩を選んだのは，その時

（受験前）の心境からです。自分の好きな詩とい

うものがある人は，こういう場合それを選ぶだろ

うけれど，そんなものがない人，私なんかだと自

分の心が見すかされそうな気がします。

（A）全部で40枚程あった詩は，ほとんど読糸まし

た。その人らしさがにじみ出ていたようなものも

少なくありませんでした。（中略）私の好きな人

の詩は格別真剣に読んだりしました。

詩のギャラリィ開設が10月末。しかもクラス

全員の作品を掲示するとなると，かなりの日数

を要することに気づいた。１日毎にとりかえる

のでは係の生徒がまいってしまう。そこで，額

入りと，台紙に貼ったのと二様にして３枚ずつ

２日毎にとりかえ，ようやく卒業主近になって

完了した。

篭震薫云睡轤慧

鑪騨耀難亀

露蕊鰄蕊鍜農驚雲鑑篭と

蕊謹溌iji雲差

作品例②は五月のイメージで空色の画用紙を

使った。新聞に載っていた詩を母親が切り抜い

てくれたとかで「５月生まれのぼくは，自分の

ことを言われているようで，ちょっと恥ずかし

いのですが，好きな詩です」と紹介している。

作品例③

私がこの詩を選んだのは秋が好きだし，今ごろ

の詩だと思ったからです。そしてこの詩は私の思

ったことに似ていて，あかるくあたたかい秋の日

には，なんだか木のそばにずっと立っていたい気

がするからです。

これを紹介した女子生徒は，一斉の授業では

とてもこれだけのことを発表できない生徒であ

る。声が非常に小さく幼いために，学習意欲は

あっても充分自分を発揮できないタイプであっ

て消極的に見える生徒である。淡いピンク地に

黄色い画用紙を重ねて誠実な作品である。

むすび

ここに生徒の書いた，詩のギャラリィについ

ての感想がある。これを紹介して，本稿の結び

にかえたいと思う。なぜなら，このギャラリィ

が初めにねらった，広く読ませることにかな
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ただ一つの場所だった。ふんなの感想を読むと，

「ああ，こういう解釈もできるんだな」と勉強に

なったし，詩をここまで深く考えたのかと感心さ

せられた。

⑪詩にはいろいろな人生観があり，人それぞれの

とらえ方，感じ方もすべて少しずつ違います。だ

から，好き・きらいもあります。

詩を勉強するとき，やはりこんな詩は好きだと

か，きらいだというように，人のとらえ方によっ

てわかれると思います。好きでもきらいでもその

人の感じ方ですから，どちらがいいとはいえませ

ん。そこが詩を勉強するおもしろさだと思いま

す。教科書には限られた詩しか載っていないの

で，授業を楽しく感じることができないのではな

いでしょうか。

今度の詩のギャラリイは，みんなが１人１人自

分の好きな詩を選ぶのだから，ここに選ぶ楽しさ

というのを感じたと思います。そしてふんなに紹

介したいという気持ちと同時にみんなの紹介する

詩はどんなのか読んでふたいという気持ちがわい

てきて，たくさんの詩を知ることができたのでは

ﾌﾟﾋﾘﾐいでしょうか。

（文責高見よ志子）

詩のギャラリィ

い，なおかつ好きぎらいが両極端にわかれる詩

の授業のむつかしさを救ってくれていることを

学習者自身が感じとっていると思われるからで

ある。

(S）２学期の後半から教室のうしろに，詩のギャラ

リイができた。本当に様々な詩がそこに展示され

た。明るい詩，暗い詩，叙情詩，叙景詩など。そ

れぞれの季節の詩もあり，たまにまるで季節はず

れの詩もあった。思わず笑ったり，ちょっと考え

させられたりするのしあった。あまり詩にふれる

ことのない日常生活の中で，新しい詩に出会える


